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１．当地の様子 

(1) ロックダウンの解除 

日本国内でも報道されているとおり、2022 年３月末以降上海市全域を対象におよそ２か

月に亘り継続した上海市全域を対象としたロックダウンは、６月１日、実質的に解除されま

した。 

一方で、全ての経済活動が直ちにロックダウン前に戻ったというわけではありません。 

例えば飲食店については６月29日までほとんどのエリアにおいて店内飲食が禁止されて

いたため、６月一杯はデリバリーやテイクアウトによる対応が強いられることとなりました。

７月以降は店内飲食が解禁となりましたが、席数を減らしたり、営業時間を短縮したりする

飲食店も依然として目立ちます。 

また、７月以降は、博物館や美術館、映画館などが順次解禁されることとなっていました

が、本稿執筆時点で依然として多くの施設が営業再開を見合わせている状況です。 

このように、上海市のロックダウンは解除されてしばらく経っているものの、経済活動に

ついてはいまだその影響が少なからず残っている状況にあります。 

(2) 感染状況 

１日当たりの感染者数（含む無症状感染者）は 4 月中旬ごろをピークに 5 月以降急速に

減少し、6 月にはゼロ人で推移する日もありました。 

しかしながら、７月に入り「KTV」と呼ばれるカラオケ店でクラスターが発生して以降、

既に 600 人以上の感染者が確認されており、これを受けて 100 か所以上が封鎖されている

ほか、７月 8 日にはオミクロン株の新たな系統で感染力が強いとされる「BA.5」の感染者

が市内で確認されるなど、足元では緊張感が高まりつつあります。 

当事務所では、先般、2022 年４月発行上海レポート（第 22 号）「上海市のロックダウンに

ついて」および 2022 年５月発行上海ミニレポート「上海市のロックダウンに関する続報」に

より上海市におけるロックダウンについて現地の状況をお伝えしているところでありますが、

６月１日にロックダウンが解除されておよそ１か月が経過しましたので、当地の状況について

アップデートいたします。また、当地の防疫政策についても若干の緩和が見られましたのであ

わせてお伝えいたします。 

 上海市のロックダウン解除から１か月が経過したものの、依然として市民生活等に

制約が残っており、経済活動が本調子を取り戻すまではしばらく時間がかかる模様。

2022年後半も引き続きゼロコロナ政策の堅持がリスク要因に。 

 一方、中国入国時の隔離が 21 日間から 10 日間に短縮されるなど、一部防疫政策

の緩和が見られる。政策の調整局面にある可能性もあり、引き続き注視が必要。 

 

 

 

こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご相談ください。 
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